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今「ゴミ」が危いP 

リ サ イ ク ル は ノ◆ 、つ 救
 

を
 

球
 

1J 

ー

■

 

t
 

j
 

Z
,

I

,
 

ノ 

た0 一般廃棄物、産業廃棄物、共に増えるいっぽうで処理場の確保もままならぬ 
ゴミによって、私達の生活も脅かされかねない。 
リサイクルすることが、もはや環境を維持してい〈ことの大前提なのかも？ 

五
月
号
で
、
ゴ
ミ
の
実
態
を
 

取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
今
号
は
 

リ
サ
イ
ク
ル
効
果
・
役
割
の
高
 

い
も
の
と
し
て
、
 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
 

ム
 
（
ア
ル
ミ
缶
）
を
取
り
上
げ
 

て
み
ま
し
た
。
こ
の
リ
サ
イ
ク
 

ル
効
果
と
回
収
の
現
状
は
？
 

ア
 
ル
 
ミ
 
缶
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
再
生
の
面
 

で
優
れ
た
素
材
で
す
。
再
生
し
 

て
も
品
質
が
変
わ
ら
ず
、
何
回
 

で
も
再
生
利
用
が
可
能
 

そ
 

れ
が
ア
ル
、
、
、
ニ
ウ
ム
な
の
で
す
。
 

こ
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
使
っ
た
 

ア
ル
、
、
、
缶
に
は
、
「
軽
い
」
「
よ
く
 

冷
え
る
」
な
ど
メ
リ
ッ
ト
も
多
 

く、 

ア
メ
リ
カ
で
は
、
飲
料
缶
 

再生にすく“れている 

／

 

一

 

＋

一

 

＼
 

、 

印昇リ力γ 

美しい 

の
容
器
の
九
六
％
以
上
を
、
 
ア
 

ル
ミ
缶
が
占
め
て
い
ま
す
。
 

（
日
本
で
は
三
二
％
)
 

省
ェ
ネ
効
果
ば
つ
ぐ
ん
の
 

ア
ル
ミ
ー
ー
ウ
ム
再
生
利
用
 

と
こ
ろ
で
、
 
ア
ル
、
、
、
ニ
ウ
ム
 

の
こ
と
を
 
「
電
気
の
塊
」
と
か
、
 

「
電
気
の
缶
詰
」
な
ど
と
呼
ぶ
 

l

、 

，ー．一 

ー

、

1

1

1

ノ 

‘ーノノノ） 

利 用 ） 
国各地で深刻な状況になってきまし 
など、このままい〈と捨てられた 
なのです。ゴミとの共存を目指し 

（ 資 源 再 
今や、ゴミ問題は、都市部だけに限らず全 

状態（既報）。さらに有害廃棄物の不法投棄 
もう、ゴミの排出を眺めているだけではダメ 

す
。
こ
の
よ
う
な
事
業
系
の
ア
 

ル
ミ
製
品
は
業
者
な
ど
を
通
じ
 

て
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
リ
サ
イ
ク
 

ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

家
庭
の
な
か
で
の
ア
ル
ミ
製
 

品
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
チ
ョ
 
コ 

レ
ー
ト
な
ど
の
包
装
に
使
わ
れ
 

て
い
る
銀
紙
や
料
理
用
の
ア
ル
 

、
、
、
箔
な
と
、
回
収
が
困
難
な
も
 

の
を
除
け
ば
、
家
庭
か
ら
出
る
 

ア
ル
ミ
製
品
で
回
収
の
容
易
な
 

も
の
は
ア
ル
ミ
缶
で
す
。
 
つ
ま
 

り
ァ
ル
、
、
、
缶
の
回
収
を
進
め
る
 

こ
と
が
、
 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
全
体
 

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
な
が
る
の
 土算餌 

（大字神崎、建設中の「金田公園」の近くの路上） 

の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
れ
は
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
製
錬
に
、
多
く
 

の
電
気
が
使
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
 
ア
ル
、
、
、
缶
な
ど
 

を
溶
か
し
て
再
生
す
れ
ば
、
新
 

た
に
ア
ル
、
、
、
ニ
ウ
ム
を
つ
く
る
 

の
に
比
べ
、
わ
ず
か
三
％
の
ェ
 

、
不
ル
ギ
ー
し
か
か
か
り
ま
せ
ん
。
 

ァ
ル
、
、
、
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
、
 

省
ェ
ネ
の
面
で
脚
光
を
浴
び
て
 

い
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。
 

省
ェ
ネ
効
果
を
実
際
の
デ
ー
 

タ
で
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
平
成
 

元
年
度
に
販
売
さ
れ
た
ア
ル
、
、
、
 

缶
入
り
飲
料
は
、
全
国
で
約
八
 

十
億
缶
。
こ
の
う
ち
四
二
・
五
 

%
（
約
三
十
四
億
缶
）
が
回
収
 

さ
れ
、
再
生
利
用
さ
れ
て
い
ま
 

す
。
こ
の
結
果
節
約
で
き
た
ェ
 

ネ
ル
ギ
ー
は
、
東
京
都
と
群
馬
 

県
の
合
計
約
五
百
四
十
三
万
世
 

帯
が
ー
カ
月
で
使
う
電
力
の
量
 

に
相
当
す
る
の
で
す
。
 

諸
外
国
と
比
べ
て
も
 

低
い
回
収
率
 

省
資
源
に
も
省
ェ
ネ
ル
ギ
l
 

に
も
有
効
な
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
 

リ
サ
イ
ク
ル
を
、
今
後
、
よ
り
 

一
層
進
め
て
い
く
う
え
で
、
私
 

達
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
 

ょ
う
か
。
 

ご
存
知
の
よ
う
に
、
 
ア
ル
ミ
 

ニ
ウ
ム
は
缶
に
限
ら
ず
、
 
サ
ッ
 

シ
や
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
、
電
 

線
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
 

C 

l

 
》 

》 

、
．
 

ノ
・
、
ー
ノ
 

、
、
‘
ー
一
．
」
ー
ン
 

~ 

、 

で
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
 
こ
の
ア
ル
ミ
缶
 

の
回
収
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
 

の
が
現
状
で
、
回
収
率
を
諸
外
 

国
と
比
べ
て
も
、
 
ア
メ
リ
カ
の
 

約
六
〇
％
に
対
し
、
日
本
は
四
 

二
％
と
遅
れ
て
い
ま
す
。
 

リ
サ
イ
ク
ル
徹
底
の
た
め
 

回
収
活
動
を
 

そ
れ
で
は
、
 
ア
ル
ミ
缶
の
回
 

収
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
 

る
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ま
現
在
 

次
の
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
て
 

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
 

の
事
情
に
あ
っ
た
方
法
で
、
 

積
極
的
に
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
 

に
参
加
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
 

〔
分
別
回
収
〕
 

可
燃
ゴ
ミ
、
不
燃
ゴ
ミ
に
 

分
け
て
い
る
よ
う
に
、
特
別
 

に
ア
ル
、
、
、
缶
を
分
け
て
集
め
 

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
収
集
 

日
や
時
間
な
ど
を
よ
く
確
認
 

し
た
う
え
で
、
 
ル
ー
ル
に
従
 

い
、
計
画
的
に
出
す
こ
と
が
 

必
要
で
す
。
 

〔
集
団
回
収
〕
 

子
供
会
や
学
校
の
P
T
A
 

婦
人
会
な
ど
で
、
資
源
回
収
 

業
者
の
協
力
の
も
と
に
行
わ
 

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
独
自
 

に
回
収
場
所
や
回
収
日
時
を
 

決
め
、
回
収
業
者
に
ア
ル
、
、
、
 

缶
を
買
っ
て
も
ら
う
と
い
う
 

も
の
で
す
。
そ
の
お
金
を
、
 

空きびん・空き缶の行方は 

71一た￥えぱ、東京都の場合ーー、 
気t丁ミが急ユ胃したた友工火売乞pしきォ1なし、 

酬然丁ミも埋め立てられている。 

必ーァ’ソ、 

子医遣らJうり I理め立て処分場lJ '92年でノ0ンワひカ説も・・ 

L ニ‘昌‘→不ゾ然ゴミとして回収【＝~理め立てタ凸分 

縄 
一般的て3;' 

回収の場合 

 ‘ノ 

撫／竺ーヌ三ガニミ→叫警にノ 
、＼l 異 , 
メ箆ぐ で・一いお 郎 

賢て 胃t己望ぞ冷71繁七に／ 
蕊曾三事is- 亀合 

①リターナづ〕レひん 露ラ先ひ入業看尺→ ラ 員 洗 
げ蟹ま便えるびん） r ~ ln 

セ嘉人やピりレひんー零粟要芯』 奪調一陰 
し 、~・ノ IとJ 

窓ぐ7(賃7 'Z、［力レット業者ぷ＞I鴛鷺IJ1-に製ぴ人 
いI ノ＝レ、‘入ー～ノレノ Iー”ーーI)了コ、 ゲノノ叫”ー’l、 a坐，を 

・※①」又タトのびんを一~肩『ー一こー」星 一Hにニ7うぶり」 ー匡幸i 舞 
色別にして回収ーー‘ーー‘ ’轡ー雌舞マーーし一～」」 

⑤アルミ缶 電7Lミ工場バ◆シ客かして製品ィL 
0 アルミをリサイクルするこ原零十カ、ら、~ 

イ乍るよりも，エネルギーを9ワ％も 
,p 'つて”さな）。 

，アルミ缶Iま1 kS 鼻勺100円で引さ 
取られるので二 l回収」重重力をLて 
いる人への人気も高い。 

缶をはじ才） 

I さきざ誓 
アルミ製品に ※I滋石に 

つかないもの ～ 

G スチール缶に製塗夫工場蒸ゆ 

※I5蕊石に 

つくもの 

別
 し

て

回

収

 

鉄骨やレーJレ1こ 
、● 

ノ
 

自 

l 
，
‘
》
ノ
 

》
ノ
》
ノ
 

会
の
運
営
資
金
や
寄
付
金
な
ど
 

に
充
て
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
 

よ
う
で
す
。
 

。 

ま
た
、
 

ス
ー
。
ハ
ー
や
ア
ル
、
、
、
 

工
場
な
ど
で
も
回
収
を
行
っ
て
 

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
 

ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
し
て
い
 

る
団
体
、
こ
れ
か
ら
、
と
考
え
 

て
い
る
み
な
さ
ん
、
 
ア
ル
、
、
、
缶
 

リ
サ
ィ
ク
ル
の
こ
と
な
ら
何
で
 

も
教
え
て
く
れ
ま
す
。
 

ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
 

を
こ
利
用
下
さ
い
。
 

連
絡
先
は
 

〒
期
東
京
都
港
区
赤
坂
2
1
 13 

n
くU 

'1 

T
E
L
 

ア
ー
プ
セ
ン
タ
ー
 

ビ
ル
四
階
 

(n
)
Q
」）ー 

ハマJ

【h
)（又U

（
ソ
］
ー
a
J

［『I 

にJ 

にJ 

F
A
X
 

(nv

(
6
1

つJ

【h
)
n
U

に」）1 

1

［」I

にJ

ハHv 

，ーー 

．
、
く
》
 

》ノ 

（
写
真
は
、
四
月
二
十
九
日
、
 

直
方
市
遠
賀
川
河
川
敷
で
開
か
 

れ
ま
し
た
ガ
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
 

ア
ガ
で
の
ア
ル
ミ
缶
回
収
の
コ
 

ー
ナ
ー
で
の
も
の
。
 

ア
ル
、
、
、
と
ス
チ
ー
ル
の
差
は
、
 

磁
石
に
よ
っ
て
、
く
っ
 
つ
く
の
 

が
ス
チ
ー
ル
。
 
ア
ル
、
、
、
は
く
っ
 

つ
か
な
い
。
そ
し
て
、
 
ア
ル
、
、
、
 

缶
は
、
 

ペ
チ
ャ
ン
コ
に
つ
ぶ
し
 

て
か
ら
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
。
）
 

まちづくり月間 
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廿
星
が
丘
分
譲
の
お
知
ら
せ
廿
 

町議会正●副議長●新常任委員決まるク 

総務財務文教委員長】市 丸 

産業経済民生委員長】江 口 

土木労働委員長】辰 島 

所で、快適な生活を．ク 、
 

、・v 眺望のよ 

星

が

丘

第

二

次

分

譲

地

 

造
 
成
 
中
 

麟 紫
 

-99 -100 鷺」0981~6 
鱗-110 

1~7鷺 
111麟 （鷺 

”
洋
“
肴
”
年
、
」
 国

 
-103 襲

 
難
 

郷

憲

勝

 

入
引
ノ
康
正
正
 

一
目
か
 

一

 

、

 

ん
ハ
 

ヒ
只
ハ
】
、
・
寸
J
 

ム
ロ
り
ハ
 

」n
ー
 
エ
か
ー
 

一
 
一 
一 

佐
 

大

八

田

 

林
 

若
（副） 

（副） 

（副） 

振

行

郎

董

 

③

定

三

 
金
 田

 

設 
（建 

中） 

来年4
月完全オープン予定 

星が丘分譲地 

勤労者 

体育館 

（今年9月末 

完成予定） 

【

＼

 

c
 

、

・

 

温水 
プール 

四
月
二
一
日
同
に
行
わ
れ
た
 

金
田
町
議
会
議
員
選
挙
に
当
選
 

し

た

議

員

に

よ

る

臨

時

議

会

 

が
去
る
五
月
八
日
に
開
か
れ
、
 

議
長
、
副
議
長
を
は
じ
め
各
種
 

常
任
委
員
、
 

一
部
事
務
組
合
議
 

員
、
各
種
委
員
が
次
の
と
お
り
 

決
定
し
た
。
 

常
任
委
員
会
 

△
総
務
財
務
文
教
委
員
会
V

②
 

委
員
 

大
井
 

半
・
能
登
原
 

一 

属
 

公
弘
・
若
林
佐
久
馬
 

△
産
業
経
済
民
生
委
員
会
V

②
 

委
員
 

吉
田
 

保
・
辰
島
 
生
 

吉
田
武
人
 

△
土
木
労
働
委
員
会
V
 

委
員
 

(2) 

吉
田
春
義
・
丸
山
 
隆
 

浦
田
光
由
 

o
金
田
町
監
査
委
員
 

④
 

大
熊
康
郷
 

o
金
田
町
消
防
委
員
会
委
員
②
 

大
井
 

半
・
若
林
佐
久
馬
 

吉
田
武
人
・
田
村
正
勝
 

o
田
川
地
区
消
防
組
合
議
員
④
 

丸
山
一
隆
 

o
田
川
地
区
伝
染
病
院
組
合
議
 

員
④
 

八
代
正
憲
 

o
田
川
地
区
斎
場
組
合
議
員
四
 

能
登
原
 

一 

o
下
田
川
衛
生
組
合
議
員
 
四
 

江
口
三
郎
・
吉
田
武
人
 

o
田
川
地
区
水
道
企
業
団
議
員
 

四
 

属
 

公
弘
・
江
口
三
郎
 

一
 
一
 

(B&G ) 古 谷 
一
 

（カヌー、ョット、ローボート練習場） 

（金田駅から 
車で5分） 

一
 

<
 

‘
 

一
 

（一 

塚
 

\ 

〉 

飯
 

（ 

田
 

頴
 

〕
 

一
 

一
 

→町部 

iI I 
（町民球場へ 

I 

（工事中） 

→
糸
田
 

o
住
宅
新
築
資
金
等
貸
与
 

審
議
会
委
員
 

若
林
佐
久
馬
 

辰
島
 

董
・
丸
山
 

隆
 

o
老
人
憩
い
の
家
 

運
営
委
員
会
委
員
 

市
丸
定
竹
・
辰
島
 
生
 

o
国
民
健
康
保
険
 

運
営
協
議
会
委
員
 

大
井
 

半
・
江
口
三
郎
 

八
代
正
憲
 

(2) 

o
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
②
 

（
兼
任
社
会
教
育
委
員
）
 

大
熊
康
郷
・
辰
島
 
董
 

o
育
英
資
金
貸
与
審
議
会
委
員
 

④
 

吉
田
春
義
・
丸
山
 
隆
 

浦
田
光
由
 

o
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
②
 

大
井
 

半
・
能
登
原
 

一 

（
な
お
、
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
 

す
べ
て
任
期
を
示
す
。
敬
称
略
）
 

N

権
擁
護
委
員
っ
て
 

ご
存
知
で
す
か
ノ
 

日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
 

変
わ
っ
た
と
き
、
何
よ
り
も
ま
ず
 

国
民
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
と
 

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
が
強
く
 

求
め
ら
れ
、
基
本
的
人
権
の
尊
 

重
を
基
調
と
し
た
憲
法
が
制
定
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
昭
 

和
 24 

年
6

月
1

日
に
人
権
擁
護
 

委
員
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
 

見
守
る
、
民
間
人
に
よ
る
人
権
 徒歩で5分） 

△
分
譲
地
▽
 

金
田
町
大
字
神
崎
一
〇
九
八
ー
 

八
八
ー
一
一
一
一
一
一
 

十
九
区
画
 

一
区
画
平
均
三
三
〇
2
m
 

△
分
譲
単
価
V
 

一
三
、
」
ハ
ー
ー
ー
円
（
一
2
m

) 

坪
当
り
四
五
、
〇
〇
〇
円
 

△
分
譲
条
件
▽
 

o

一
世
帯
一
区
画
で
す
。
 

o
契
約
締
結
後
三
年
以
内
に
自
 

ら
居
住
す
る
住
宅
を
建
設
す
る
。
 

o
契
約
締
結
後
三
ケ
月
以
内
に
 

土
地
代
金
を
納
入
で
き
る
。
 

o
契
約
締
結
後
五
年
間
は
第
三
 

者
に
転
売
又
は
貸
与
し
な
い
。
 

o
現
在
、
町
内
に
宅
地
及
び
そ
 

れ
に
準
ず
る
土
地
を
持
た
な
い
。
 

な
お
、
町
外
の
人
で
も
申
し
 

込
み
で
き
ま
す
。
申
込
み
の
際
 

は
、
印
鑑
を
も
っ
て
本
人
が
お
 

出
下
さ
い
。
決
定
は
、
申
込
順
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

問
合
わ
せ
は
 

住
民
課
同
和
対
策
住
宅
係
 

正
し
い
犬
の
飼
い
方
 

犬
を
飼
育
し
て
い
る
人
は
、
 

次
の
こ
と
を
よ
く
守
り
、
家
族
 

の
一
員
と
し
て
愛
情
と
責
任
を
 

も
っ
て
終
生
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。
 

t
 

登
録
と
狂
犬
病
予
病
注
射
 

生
後
 91 

日
以
上
の
犬
は
、
毎
 

j
 

の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
わ
 

け
で
す
。
 

△
人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
は
V
 

o
み
な
さ
ん
の
人
権
が
侵
さ
れ
 

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
見
守
り
 

o
も
し
、
人
権
を
侵
さ
れ
た
人
 

が
い
た
場
合
は
、
相
談
相
手
に
 

な
っ
て
救
済
し
、
 

o
人
々
の
間
に
正
し
い
人
権
の
 

考
え
方
を
広
め
、
自
由
人
権
思
 

想
の
啓
発
に
つ
と
め
る
。
 

こ
と
な
の
で
す
。
 

△
一
」
の
よ
ー
つ
な
場
合
に
 

こ
相
談
を
V
 

日
常
生
活
の
中
で
、
こ
れ
は
 

人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
 

と
感
じ
た
り
、
法
律
上
ど
の
よ
 

う
に
な
る
の
か
わ
か
ら
な
く
て
 

困
っ
た
場
合
、
気
軽
に
近
く
の
 

人
権
擁
護
委
員
又
は
法
務
局
に
 

ご
相
談
下
さ
い
。
 

金
田
町
に
は
、
町
長
か
ら
推
 

薦
さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
 

し
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
 

ま
す
。
 

桑
 

野
 

興
 

七
 

金
田
四
一
〇
の
一
 

22 

0
 

若
 

林
 

運
 

(hv

'1

[I 

神
崎
一
一
八
六
 

囲
1
 ‘ー 

（
b
n
べU 

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
家
庭
 

内
の
も
め
ご
と
、
い
じ
め
、
体
 

罰
に
関
す
る
問
題
、
離
婚
、
扶
 

養
、
相
続
、
遺
言
、
借
地
借
家
 

等
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

年
一
回
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
 

射
を
受
け
な
け
れ
ば
な
・
ら
な
い
 

法
的
義
務
が
あ
り
ま
す
。
 

登
録
鑑
札
と
注
射
済
票
は
、
 

常
に
首
輪
に
着
け
て
お
か
な
け
 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

2
 

人
を
か
ん
だ
ら
届
出
 

犬
が
人
を
か
ん
だ
ら
、
飼
主
 

は
す
ぐ
に
保
健
所
へ
届
出
て
、
 

指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。
 

＆
 

犬
の
放
し
飼
は
ダ
メ
 

通
行
人
等
に
迷
惑
を
か
け
、
 

近
所
の
家
の
庭
、
田
畑
な
ど
に
 

被
害
を
与
え
ま
す
。
 

4
 

犬
の
運
動
・
散
歩
は
毎
日
 

犬
の
運
動
、
散
歩
の
時
は
、
 

引
綱
（
ク
サ
リ
）
を
つ
け
、
ビ
 

ニ
ー
ル
袋
や
小
型
シ
ャ
ベ
 
ル
を
 

携
行
し
て
、
必
ず
糞
便
の
始
末
 

を
し
て
下
さ
い
。
 

5
 

捨
て
犬
は
絶
対
に
し
な
い
 

犬
を
捨
て
る
こ
と
は
野
良
犬
 

を
増
や
す
こ
と
に
な
り
、
他
人
 

に
迷
惑
を
か
け
る
結
果
と
な
り
 

ま
す
。
止
む
を
得
ず
手
放
す
こ
 

と
に
な
っ
た
時
、
仔
犬
が
生
ま
 

れ
て
（
事
前
に
避
妊
手
術
を
う
 

け
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
）
処
理
 

に
困
っ
た
と
き
は
、
 

田
川
保
健
所
岡
1
0
6
6
6
 

ま
た
は
役
場
福
祉
課
衛
生
係
 

ま
で
連
絡
下
さ
い
。
 

』
町
5
 

‘ 

し、 

l 

一 

i
「
『
 

」 

相
談
は
無
料
で
、
む
ず
か
し
 

い
手
続
き
も
必
要
で
な
く
、
秘
 

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
 

郵
便
局
の
簡
易
保
険
 

積
立
金
の
融
資
を
う
け
て
 

ー

I

'
 

神
崎
地
区
に
建
設
中
の
「
金
 

田
公
園
」
は
一
部
簡
易
保
険
積
 

立
金
の
融
資
を
受
け
ま
し
た
。
 

こ
の
簡
易
保
険
資
金
は
、
私
 

達
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
町
、
つ
 

く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
 

て
い
ま
す
。
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1991 年（平成3年） 6月（水無月） 
日 曜日 時 ~ 間 場 所 行 事 お~ 間合せ先 こてご家J建て了くz＞子シ廷三 備 考 

1
 

土
 

(5E31甘) 1 9:3 0 ~ 

1 3:0 Q '-

上金 田 公 民 館 

通 学 路 
長 崎 ・ 佐 賀
三 区 ・ 四 区 

言ミ、毛シ、てづく しJ 発星認旋雀喬 

交通指導 
修学旅行（5月31日～) 

町づくりふれあい美化運動（整缶・搬Iり

企 画 開 発 課

金 田 中 学 校
金 田 小 学 校
瀞・金町灘離鞭敗（役難騒）

繊脳敷雇膿鋤等脳
蛇づくり月間土砂賠難脳
リウマチ胴和払句間水遡筒
験禁離観嬢嫡験総日
融の日人麟騒員明

② 日 ．
 
・
 

，

・
 川崎町町民グランド 郡民体育大会（女子ソフトボール） 社 会 教 育 課 熊購総日巌犠全崩

3 月 .

.

 

.
 
.
 金 田 目 巨 学 校 制 「服衣替え（夏服へ） 金 田 中 学 校 鵬加 

Aa
' 

火
 

1 3:3 0'- 14:3 0 
1 9:0 0~ 

金 田 目
金 田 司 

巨 学 校 
ト 学 校 

日本脳炎予防接種
PTA 運営委員会 

福祉課環境衛生係 
金 田 小 学 校 

齢衛蝿間 

にU 水
 

.
 
.
 

.
 
.
 

一
 

ハ
口
）
 3

 

.
 
.
 

.
 
.
 

(uu 1
 

四 区 公 民 館 言ミち＞、てうく しJ 発辰言炎会 企 画 開 発 課 
堺ろ渚鰭 
解競デー海滞難雌趨問 

6 
『
川
（
J
 

・」N 1 3:3 0'' 14:3 0 金 田 司 ト 学 校 日本脳炎予~ 防接種（1年～4年） グ祉課環境衛生係 苦種 
7 金 .

 
.
 

.
 
.
 

 

H
「 
「ヒ ブも 五年生社会科見学 L金 田 小 学 校 

避難訓練 金フ田 小 学 校 
糧総日 

8 く①） 
. . . . 

金
 
田
 
月
 

ト 学 校 

⑨ 

日
 

．
 
●
 

．
 
.
 

●
 
●
 

．
 
.
 

 』I崎町民テニスコート

町
 
民
 
会
 
館

郡民体育大会（硬式テニス） 

金田町婦人インデイアカ大会
社 会 教 育 課
社 会 教 育 課

10 月 
.. . . 

物総甘煉難静防崩 

11 

火 

1
 
3:3
 
0~ 
1
 
4:3
 
0  

校校校 

 学学学

、 、 ●J 
S Jー，r＋→ー 

 ノノ， ノ《」‘ 

田田田 

金金金 

 観劇「小さな虫の大冒険」 

日本脳炎予防接種（5年～6年） 

実力テスト

金 田 小 学 校
福祉課環境衛生係
金 田 中 学 校

12

］引川一 

しへ
 

1
 
3:3
 
0'
-
 

14:3
 
0
 

第 二 長 寿 園 日本脳炎予~ 防接種 福祉課環境衛生係 婦賠駈胴縫膜畦国桧 
13 木 

. . . . 

14 

金 

●
 
●
 

．
 
．
 

●
 
・
 

●
 
●
 

．
 
．
 

●
 
・
 

 総
 
合
 
会
 
館
  金

 
田
 
小
 
学
 
校

金
 
田
 
中
 
学
 
校

郡民体育大会結団式（予定） 
プール清掃 
漢字コンクール

社 会 教 育 課
金 田 小 学 校
金田中学校（生徒会）

15 土 . . . . 

通
 
学
 
路
 

交通指導 金 田 中 学 校 鋼ボランテイア桧 
⑩ 日 

. . .. 

父の日 
17 月 

.. . . 

三種混合予防接種 

係 
生 

衛 
境 

環 
課 

j祉 
福 

~ 

18 火 1 3:3 0 - 14:3 0 町 民 会 館 

19 

水 

1
 
0:0
 
0'
1
 
5:00  

1
 
9:3
 
0" 

前館 

民関 

 公玄

場区 

役三 

愛の献血

言ミ主シてづく しJ発辰認長会 
杉祉課環境衛生係
企 画 開 発 課 

20 

木 

1
 
3:3
 
0' 
14:3
 
0
 

1
 
4:0
 
0'-
' 

町 民 会 館
金 田 小 学 校 

日本脳炎予防接種
授業参観 

福祉課環境衛生係 
金 田 小 学 校 

21 金 1 0:0 0 '--'12:0 0 役場二~ 階集会室 乳児相談 福祉課環境衛生係 
22 ぐfミ） ’ ． 

’ ． 夏至 ~ 

⑩ 日 
. . . . 」 

「ま 
24 月 

● ． ． ・ 

ち 
25 火 一 

づ 

ルセ瑞を乱く理尉る溺 
26 水 1 0:0 0 ~ 1 5:00 役場二階集会室 心配ごと相談 く区 福祉課福祉係 
27 木 

’ ． 

’ ． り公 
28 金 1 0:0 0 ~ 1 3:0 0 町 民 会 館 健康教室 懇民 福祉課環境衛生係 H 総日 
29 土 . . . . 

談館 

⑩ 

ロ］ 

.

.

 

.
 
.
 

●
 
●
 

．

.

 

 川崎町町民グランド

金
 
田
 
小
 
学
 
校
 

郡民体育大会（陸上競技） 会
金田小学校PTAグランドゴルフ大会 

社 会 教 育 課 
一金 田 小 学 校 

※ く①》しまイ受亡場ズバクトこみくz＞」二 日て了す一。 備考欄の月間、旬間、週問はそれぞれーカ月間、十日間、一週間をとうして実施されます。 



日発行 （8)

1 

月
 

<b 1991年（平成3年） (Na 239 号） 

こ
ん
な
時
は
 

婦
人
相
談
員
へ
 

い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と
や
、
 

身
の
ふ
り
方
に
つ
い
て
、
悩
み
 

を
も
っ
て
い
る
女
性
の
方
の
相
 

談
に
応
じ
、
助
言
や
保
護
に
よ
 

っ
て
問
題
解
決
に
協
力
し
ま
す
。
 

o 

家
族
・
夫
婦
・
異
性
関
係
 

で
悩
み
ご
と
 

o 

夫
の
暴
力
で
困
っ
て
い
る
 

o 

低
所
得
で
出
産
費
に
困
っ
 

て
い
る
 

o 

そ
の
他
心
配
ご
と
 

相
談
内
容
は
も
ち
ろ
ん
 

秘
密
厳
守
で
す
。
 

△
連
絡
先
V
 

福
岡
県
 

田
川
福
祉
事
務
所
 

社
会
係
婦
人
相
談
員
 

関
八
一
 
一 
一 

内
線
六
 

『
社
会
の
風
紀
環
境
を
 

浄
化
す
る
運
動
』
 

為 さ 
旺7オす 

護舞＃ 
”七寝＝/ー17 貞いーへ 乙ノノノ ／・クりー

男女雇用機会均等月間 

［
保
母
資
格
試
験
ー
一
 

平
成
三
年
度
福
岡
県
保
母
資
 

格
試
験
に
つ
い
て
の
通
知
が
福
 

岡
県
民
生
部
児
童
家
庭
課
児
童
 

福
祉
係
よ
り
通
知
が
あ
り
ま
し
 

た
 。

 

⑨
試
験
期
日
 

八
月
六
日
か
ら
 

八
日
ま
で
の
三
日
間
 

⑨
会
 

場
 

第
一
保
育
短
大
 

第
一
経
済
大
学
 

（
太
宰
府
市
五
条
3

丁
目
 

11 

番
 25 

号） 

⑥
願
書
受
付
 
六
月
一
〇
日
、
 

一
一
一
日
 

提
出
先
 

居
住
地
を
管
轄
 

す
る
福
祉
事
務
所
 

⑨
要
綱
・
願
書
の
配
布
 

一
日
よ
り
各
福
祉
事
務
所
 

尾
番
励
 

脅
麗
瞥
 

力
＼
、
、
ナ
リ
 

様
モ
 

奴
ぺ
？
て
い
 

た
・
『
之
ノ
、
 

／

・

ノ

 

る で 
勿
 

勿
 

ル
 ル

 

ー
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
 

無
料
相
談
 

県
広
報
課
で
は
、
土
地
な
ど
 

の
価
格
に
つ
い
て
専
門
家
で
あ
 

る
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
無
料
 

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▽
相
談
内
容
 

土
地
の
売
買
、
 

賃
貸
借
、
担
保
、
交
換
 

（
相
続
●
税
に
関
す
る
 

も
の
は
除
き
ま
す
）
 

▽
相
談
日
 

毎
月
第
一
・
一
一
 

金
曜
 

」

 

『
 

一 日
 

▽
時
 

間
 

午
後
一
、
四
時
 

▽
場
 

所
 

県
庁
一
階
 

県
民
相
談
室
 

（
福
岡
市
博
多
区
 

東
公
園
7
1
7

) 

▽
申
込
方
法
 

電
話
に
て
 

予
約
が
必
要
 

〇
九
一
一
町
一
一
一
三
四
 

県
民
相
談
室
 

『
危
険
物
安
全
週
間
』
 

」
ハ
月
一
一
日
5

八
日
 

田
川
地
区
消
防
本
部
 

簿
移
m
 

な
人
か
目
ん
て
、
ヤ
っ
て
 

肩
い
毒
こ
×
 「

 

下

さ

い

ょ

 

か

あ

い

そ

ら

ト

 

(Na 239号） 1991年（平成3年）6月1日発行 

‘
小
道
週
間
 

（
一
日
ー
七
日
）
ノ
 

よ
り
安
全
で
お
い
し
い
水
を
 

目
指
し
、
広
く
水
道
に
対
す
る
 

理
解
と
協
力
を
求
め
て
、
今
月
 

一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
 

は
、
厚
生
省
主
唱
に
よ
る
 

「
第
 
33 

回
 

水

道

週

間

」

 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

水
道
は
私
達
の
生
活
を
は
じ
 

め
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
、
社
会
活
 

動
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ
の
水
 

道
を
円
滑
に
運
営
し
発
展
を
は
 

か
っ
て
い
く
こ
と
は
、
水
道
事
 

業
に
携
わ
る
者
の
使
命
で
す
 

ー

（

 

）
 

ー
 

l

 J
 

ー
 

一
（
‘
ノ
 

1
 

」

、

 

ナ
 

ー 

ノ
 

を
 

《

、

 

ー

 

1
7
「ー 

金
田
町
で
は
、
こ
の
水
道
週
 

間
に
あ
た
り
、
金
田
町
水
道
組
 

合
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
水
漏
れ
 

防
止
対
策
の
ー
つ
と
し
て
、
簡
 

単
に
交
換
で
き
る
蛇
口
取
替
コ
 

マ
を
水
道
課
窓
ロ
に
用
意
し
て
 

い
ま
す
。
必
要
な
時
は
、
気
軽
 

に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。
 

と
こ
ろ
で
、
私
達
は
「
滞
納
 

金
の
一
掃
と
完
全
給
水
」
を
目
 

標
に
昼
夜
懸
命
に
努
力
し
て
い
 

ま
す
が
、
本
管
の
破
裂
や
電
気
 

⑨
 
設
備
の
故
障
で
突
・
発
的
に
断
水
 

! 

、、トノ 

平
成
三
年
度
第
一
回
個
人
向
 
1
 

け
住
宅
（
新
築
・
購
入
）
融
資
ト
 

募
集
を
し
て
い
ま
す
。
 

※
期
間
 

四
月
二
二
日
、
 

六
月
一
 
一
日
 

※
金
利
 

五
・
五
％
 

六
・
一
五
％
 

六
・
七
％
 

特
別
割
増
（
三
五
〇
万
、
 

七
〇
〇
万
、
六
・
八
％
】
 

融
資
も
利
用
で
き
る
。
 

※
「
高
規
格
住
宅
割
増
融
資
 

（
一
五
〇
万
）
」
が
利
用
可
 

案
 

資
 

融
 

庫
 

公
 

融
 

金
 

）宅 住
 

F
商
業
簿
記
講
座
 
一 

開
 
催
 

◇
と
 

き
 

八
月
一
九
日
、
 

九
月
一
九
日
 

（
延
べ
二
〇
日
間
）
 

午
後
六
時
三
〇
分
 

、
八
時
三
〇
分
 

（
土
・
日
曜
は
休
講
）
 

き 

◇
と
 
こ
 
ろ
 

田
川
セ
ン
タ
ー
 

ホ
ー
ル
 

田
川
市
平
松
町
狙
ー
 85 

◇
講
義
内
容
 
初
心
者
対
象
 

記
帳
か
ら
決
算
ま
で
 

◇

受

講

 
料
 

八
、
〇
〇
〇
円
 

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）
 

◇
講
 

師
 

朝
倉
東
高
校
教
輸
 

長
嶋
一
麿
氏
 

◇
申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
 

田
川
市
大
黒
町
3
1
 11
 

田
川
商
工
会
議
所
 

岡
三
一
五
〇
 

J 

び・ 

※
問
い
合
わ
せ
 

住
宅
金
融
公
庫
 

福
岡
支
店
 

〇
九

三
m
五
〇
一
一
、
一
一
 

又
は
、
住
宅
金
融
公
庫
 

業
務
取
扱
店
 

（
金
融
機
関
）
 

ー
福
岡
県
警
察
官
」
 

募
 
集
 

ロ
第
一
次
試
験
日
 

七
月
二
八
日
（
日
）
 

ロ
受
付
期
間
 

六
月
三
日
、
七
月
二
日
 

郵
送
の
場
合
、
二
日
の
 

消
印
の
も
の
ま
で
受
付
け
る
 

ロ
採
用
予
定
人
員
及
び
 

採
用
予
定
時
期
 

八
〇
人
 

来
年
四
月
以
降
採
用
 

口
受
験
資
格
 

大
学
（
短
大
を
除
く
）
卒
 

又
は
卒
業
見
込
み
の
者
 

口
試
 
験
 
地
 

福
岡
市
 
香
住
丘
高
校
 

北
九
州
市
 
小
倉
高
校
 

ロ
問
い
合
わ
せ
 

田
川
警
察
署
 
警
務
課
 

園
一
一
一
一
一
〇
 

又
は
派
出
所
・
駐
在
所
 

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
 

あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
 

う
な
不
測
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
 

た
場
合
、
早
期
復
旧
で
き
る
よ
 

う
対
処
し
て
い
ま
す
の
で
、
町
 

民
の
皆
様
の
、
ご
支
援
と
ご
協
 

力
を
な
お
一
層
よ
ろ
し
く
お
願
 

い
致
し
ま
す
。
 

ガ
水
、
そ
れ
は
 

私
達
の
命
で
す
ガ
 

／ノ・‘ 老
齢
基
礎
年
金
 

ノノ 

繰
り
上
げ
請
求
の
 

一
則
ノ
に
ノ
 

老
齢
基
礎
年
金
は
 65 

歳
か
ら
 

受
け
る
の
が
原
則
で
す
が
、
 
65 

歳
前
か
ら
受
け
た
い
と
い
う
方
 

の
た
め
の
繰
り
上
げ
請
求
が
認
 

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

た
だ
し
、
こ
の
繰
り
上
げ
請
 

求
に
よ
る
支
給
を
受
け
る
と
、
 

そ
れ
ま
で
に
受
け
て
い
た
特
別
 

支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
 

が
止
め
ら
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
の
支
 

給
率
は
、
次
段
右
の
よ
う
に
な
 

り
、
こ
れ
は
一
生
変
わ
る
こ
と
 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

そ
の
う
え
、
繰
り
上
げ
て
年
 

金
を
受
け
た
後
、
病
気
や
ケ
ガ
 

で
1

級
ま
た
は
2

級
の
障
害
に
 

該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
 

原
則
と
し
て
障
害
基
礎
年
金
は
、
 

弱% 60歳'-'61歳未満 

65% ＆歳～62歳未満 

72% 62歳～63歳未黄~ 

80% 63歳～64歳未満 

89% 「 

64歳'-'65歳未満1 

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

繰
り
上
げ
請
求
は
、
十
分
考
 

え
た
上
で
す
る
よ
う
に
し
ま
し
 

よ・つ。 
問
合
せ
は
 

住
民
課
国
保
年
金
係
 

障
害
の
程
度
で
1

級
・
2

級
 

と
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
 

福
祉
課
福
祉
係
ま
で
 

ク・一 

医
療
用
血
液
の
需
要
動
 

・
一
向
は
、
医
学
及
び
輸
血
学
 

衣
」
 

の
進
歩
と
血
液
の
有
効
利
 

力

 
用
と
が
相
ま
っ
て
従
来
の
 

窃

 
保
存
血
液
か
ら
成
分
製
剤
 

?
1
 

へ
の
需
用
転
換
の
た
め
急
 

こ

 

速
な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
 

（」 

す
。
し
か
し
、
血
奨
分
画
 

＋・L 

製
剤
の
原
料
は
ほ
と
ん
ど
 

血

 

輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
o
 

『献 

国
内
自
給
率
の
向
上
を
 

r
ー
目
指
し
、
推
進
し
て
い
ま
 

す
。
県
内
で
の
今
年
度
の
血
液
 

製
剤
供
給
数
は
、
伽
戒
換
算
で
 

六
九
七
、
四
五
〇
本
、
血
奨
分
 

画
製
剤
原
料
二
五
、
」
ハ
〇
六
・
八
 

ぞ
必
要
と
さ
れ
て
‘
い
ま
す
。
こ
 

れ
ら
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
 

二
三
二
、
 

一
〇
〇
人
の
方
に
献
 

血
に
ご
協
力
い
た
だ
か
ね
ば
な
 

り
ま
せ
ん
。
 

完
全
自
給
と
血
液
を
必
要
と
 

②
一
〇
月
一
」
ハ
日
困
（
予
定
）
 

③
来
年
二
月
一
九
日
困
（
予
定
）
 

場
所
は
、
役
場
玄
関
前
で
す
。
 

問
合
せ
は
 

福
祉
課
環
境
衛
生
係
 

ノ
ノ
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
粛
大
さ
ん
 

国
民
年
金
の
手
続
き
は
 

ノI 

お
す
み
で
す
か
ノ
 

す
る
人
々
の
精
神
的
・
経
済
的
 

昭
和
 61 

年
4

月
の
国
民
年
金
 

な
負
担
の
解
消
の
た
め
、
全
面
 

の
改
正
か
ら
 
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
 

的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

の
奥
さ
ん
」
は
自
分
で
保
険
料
 

△
献
血
日
程
V
 

を
納
め
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
 

①
六
月
一
九
日
困
町
 10 

、
m
3
 

し
た
が
、
国
民
年
金
係
へ
「
国
 

（
前
回
の
成
分
献
血
時
の
写
真
で
す
）
民
年
金
第
3

号
被
保
険
者
該
 

一

 

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
届
出
 

（
γ
】
」
一
い
1

て

A

 ス
タ
レ
ー
、
 

‘内『！n
) 

』
を
忘
れ
て
い
る
と
、
納
め
 

な
く
て
も
よ
い
保
険
料
を
 

納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
 

滞
納
し
て
い
る
と
み
な
さ
 

れ
た
り
し
て
将
来
年
金
が
 

受
け
ら
れ
な
く
な
る
お
そ
 

れ
も
出
て
き
ま
す
。
 

ま
だ
届
出
を
し
て
い
な
 

い
人
は
、
す
ぐ
に
住
民
課
 

国
保
年
金
係
ま
で
届
出
を
 

し
て
下
さ
い
。
 

】
 

町
県
民
税
に
っ
い
に
 

納
付
期
限
は
7

月
1

日
 

で
す
。
軽
自
動
車
税
、
固
 

定
資
産
税
の
納
付
は
（
期
 

限
は
5

月
 30 

日
）
期
限
を
 

過
ぎ
て
い
ま
す
。
お
早
目
に
ク
 

げ
当
届
」
を
提
出
す
る
必
要
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水上開きク 心
 

5月1日、B &G 海洋クラブ員によっ 

て古谷池で、 議水上開きガが行われまし 

た。 
式のあと、参加者全員にョット、カヌー、 

ローボートにのって楽しくすごしました。 

海洋クラブは、木曜を除く5月1日～ 

10月31日まで毎日練習をしています。 

ョットやカヌーに乗ってみたい人は、 

温水プールで受付をしていますので、 

どうぞ。 
TEL (22 ) 5868 

小学校4年生以下の児童は参加できませ 

んので、ご注意下さい。 

今、話題の

Iグラントコルフ場1 

 開 き1
3 月19日、宝見橋より下流に作られま 

した議グランドゴルフ場ガ開きが行われ 

ました。 
このゴルフ場は、金田町老人会連合会 

会長吉田繁雄さんをはじめ役員のみなさ 

んが、毎日コツコツと整地にはげみ、こ 

の度、オープンとなったものです。 

今年の10月10日体育の日に、金田町民 

グランドゴルフ大会も開かれ、これから 

老若男女を問わずだれにでもできるので 

盛んになっていくスポーツです。 

（始球式は吉田連合会会長です） 

（神崎保育所） 

ハ鯉のぼりク園量業舞喫覧胃"- f-:' 1-- -1-' 

（金田中学校・中庭） 

生徒たちが幼い頃使った、鯉ガを持ちより 

、空高く、舞い上がれ、若人よク 

金
日
汀
へ
7

・
5
8

皿
）
ま
弘
幸
）
可
又
ハ
了
，
求
で
ち
り
匡
で
す
、
ゴ
ミ
D

下
去
斐
襲
、
ち
女
セ
ま
ら
ど
う
レ
ま
ず
い
？
・
 

第
四
回
 
金
田
町
少
年
の
主
張
大
会
④
 

木
 

を
 

大
 

切
 

僕
は
、
 

ニ 
ュ
ー
ス
な
ど
で
木
 

の
伐
採
の
事
を
見
て
い
ま
す
。
 

僕
は
そ
れ
を
見
て
、
ひ
ど
い
事
 

を
す
る
な
あ
と
思
い
ま
す
。
 

木
の
伐
採
と
い
え
ば
、
外
国
 

か
ら
の
輸
入
が
目
立
ち
ま
す
。
 

去
年
の
十
二
月
頃
ニ
 
ュ
ー
ス
で
 

見
て
知
り
ま
し
た
。
2

/
3

く
 

ら
い
輸
入
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
 

し
か
し
、
日
本
は
そ
れ
で
い
 

い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
輸
 

出
し
た
国
は
、
ど
ん
ど
ん
減
っ
 

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
木
を
全
部
 

切
り
落
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
動
 

物
た
ち
の
す
む
と
こ
ろ
が
な
く
 

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
 

つ
い
に
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
 

木
が
な
く
な
っ
た
ら
、
二
酸
 

化
炭
素
と
酸
素
と
の
入
れ
換
え
 

が
き
か
な
く
な
り
、
酸
素
が
減
 

り
、
二
酸
化
炭
素
が
溜
っ
て
、
 

人
類
や
動
物
・
地
球
ま
で
が
、
 

絶
滅
し
て
い
ま
す
。
 

た
と
え
、
人
類
や
動
物
、
地
 

【
 

】
 l
 

の
 

だ
 

だ
 
い
 

、ーノー『J 

、
一
＼
ー
ー
ー
 

マtJ 

【J
一
 

！、 

／ーュ《LL 

ノ
「
ー
ノ
《
ん
上
 

→士山 

一
」
 

【ノ 

球
が
絶
滅
し
な
く
て
も
二
酸
化
 

炭
素
や
フ
ロ
ン
ガ
ス
な
ど
が
溜
 

っ
て
、
オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
 

み
ん
な
皮
ふ
ガ
ン
に
な
っ
て
、
 

つ
い
に
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
フ
ロ
ン
ガ
ス
や
 

二
酸
化
炭
素
が
溜
っ
て
、
オ
ゾ
 

ン
層
が
破
壊
さ
れ
る
人
間
に
と
 

っ
て
、
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
 

も
し
そ
う
な
る
と
し
た
ら
、
 

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。
 

き
っ
と
、
不
便
だ
な
あ
と
思
う
 

で
し
ょ
う
。
 

「
野
田
大
樹
」
君
は
、
父
 

野
 

田
敏
行
、
母
 

孝
子
さ
ん
の
長
 

男
と
し
て
昭
和
五
四
年
一
二
月
 

二
八
日
生
れ
の
小
学
六
年
生
。
 

三
人
兄
妹
で
、
大
字
金
田
九
三
 

〇
番
地
の
七
（
本
町
）
に
住
ん
 

で
い
ま
す
。
 

、
」
《
》
、
 

！

、

・

 

'
1
ノ 

【zI

、 

田
中
教
育
長
 

ニ 
ュ
ー
ス
で
見
た
木
を
切
っ
 

て
い
る
様
子
を
見
て
「
ひ
ど
い
 

事
を
す
る
…
と
思
っ
た
」
と
い
 

う
体
験
を
も
と
に
し
て
「
自
然
 

を
大
切
に
」
し
な
け
れ
ば
人
間
 

は
地
球
上
か
ら
滅
び
て
し
ま
う
 

土
ど
 樹

 

ま
た
、
今
か
ら
木
を
大
切
に
 

し
よ
う
と
思
う
人
も
い
る
で
し
 

よ
・
つ
。
 

今
、
世
界
で
は
、
オ
ゾ
ン
層
 

破
壊
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
な
 

ど
の
数
々
の
問
題
に
取
り
組
ん
 

で
い
ま
す
。
 

僕
達
も
自
分
達
の
町
の
環
境
 

づ
く
り
に
、
取
り
組
ま
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

（
平
成
三
年
二
月
四
日
、
総
合
 

会
館
で
の
大
会
に
て
発
表
さ
れ
 

た
も
の
で
す
。
）
 

は だ 

ろ
う
と
思
っ
た
と
い
う
こ
と
 

、
重
要
な
問
題
を
君
自
身
で
 

発
見
し
た
こ
と
で
す
。
ほ
ん
と
 

う
の
勉
強
は
、
実
は
、
こ
う
い
 

う
問
題
を
見
つ
け
出
す
こ
と
か
 

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
す
。
 

今
地
球
環
境
が
こ
わ
さ
れ
つ
 

つ
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ペ
ル
シ
 

ァ
湾
の
原
油
流
出
と
も
関
係
し
 

て
既
に
人
間
に
と
っ
て
身
近
な
 

心
配
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
は
 

た
し
て
私
達
人
間
が
「
木
を
切
 

ら
な
い
で
」
 

「
自
然
を
破
壊
し
 

な
い
で
」
 
生
活
す
る
に
は
ど
ん
 

な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
 

う
か
。
 

人
間
も
又
自
然
の
中
の
動
物
 

の
一
種
で
あ
る
の
は
君
の
言
う
 

通
り
で
す
が
、
 

「
自
然
を
大
切
 

に
し
た
町
」
と
は
ど
ん
な
町
で
 

し
ょ
う
か
。
 

そ
し
て
、
そ
う
い
う
町
を
造
 

る
た
め
に
は
、
私
達
は
ど
う
す
 

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

次
の
方
々
よ
り
、
社
会
福
祉
 

協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
 

し
た
。
 

今
後
の
社
会
福
祉
事
業
推
進
 

の
た
め
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
 

い
た
だ
き
ま
す
。
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
 

藤
 

川
 

義
 

臣
 

（
香
典
返
し
と
し
て
）
 

o
故
 

藤
本
杢
次
郎
様
 

宝
見
 

藤
本
 

司
様
 

o
故
 

岡
 

ハ
ッ
様
 

本
町
四
 

岡
 

恵
美
子
様
 

o
故
 

藤
村
シ
カ
子
様
 

神
崎
一
 

藤
村
 
泰
久
様
 

金
田
公
民
館
ー
 

俳
句
 

啓
塾
や
野
に
出
て
広
き
空
と
思
ふ
 

数
千
の
南
無
の
こ
庶
満
つ
糸
ざ
く
ら
 

か
け
声
を
力
に
歩
む
老
遍
路
 

神
鈴
を
振
れ
ば
は
ら
は
ら
桜
散
る
 

大
原
女
の
緋
姿
や
京
の
春
 

鎌
研
い
で
農
夫
手
ぐ
す
ね
菜
種
梅
雨
 

嚇
り
や
終
る
こ
と
な
き
子
の
遊
び
 

嬰
ね
む
り
肩
に
く
い
こ
む
揚
雲
雀
 

啓
塾
の
雨
に
眠
ら
す
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
 

卯
月
晴
雲
の
流
れ
に
添
ひ
ゆ
け
り
 

菜
の
花
の
金
銀
織
り
の
川
原
土
手
 

ほ
ろ
ほ
ろ
と
花
の
舞
ふ
日
の
帰
郷
か
な
 

市末大香原建田日沖水花若 ！ 1 
比 

川継堀月 部村生田尾石井 

法久マ冨美三君利 ト 

サ 
子香ユ子子紀子子ェ 

鬼 

童
 

か
ほ
る
 

喜
美
江
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母
子
寡
婦
福
祉
会
の
ご
あ
ん
な
い
 

母
子
寡
婦
福
祉
会
は
父
な
き
家
庭
で
子
供
の
す
こ
や
か
な
 

成
長
を
願
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
は
子
供
の
養
育
 

問
題
・
生
活
費
の
問
題
・
就
職
の
問
題
を
は
じ
め
家
族
親
戚
 

等
の
問
題
が
か
よ
わ
い
肩
に
か
か
り
責
任
は
実
に
大
き
い
と
 

思
い
ま
す
。
こ
の
中
に
あ
っ
て
私
達
は
自
ら
の
生
活
を
安
定
 

さ
せ
、
向
上
さ
せ
て
行
く
た
め
に
、
た
と
え
苦
し
い
こ
と
が
 

あ
っ
て
も
、
険
し
い
道
を
私
達
の
手
で
切
り
開
い
て
行
か
ね
 

ば
な
り
r
ま
せ
ん
0
 

お
母
さ
ん
、
母
子
会
に
加
入
し
て
お
互
い
に
励
ま
し
合
い
 

助
け
合
っ
て
力
強
く
生
き
ま
し
ょ
う
。
 

母
子
福
祉
会
は
 

】
」
ん
な
一
」
と
を
 

や
っ
て
い
ま
す
o
 

⑨
制
度
や
施
策
を
よ
く
理
解
し
、
 

充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
地
区
 

母
子
会
・
金
田
町
母
子
福
祉
 

会
な
ど
の
組
織
の
中
で
懇
談
 

会
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

⑨
若
年
母
子
研
修
会
、
 

一
日
父
 

親
等
で
み
ん
な
で
生
活
の
中
 

の
問
題
を
話
し
合
っ
た
り
、
 

遠
足
、
 

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
 
ン
 

を
催
し
て
仲
間
づ
く
り
を
は
 

か
っ
て
い
ま
す
。
 

⑨
不
時
の
出
費
、
急
病
等
で
緊
 

急
に
費
用
が
必
要
で
困
っ
た
 

場
合
は
、
県
か
ら
短
期
貸
付
 

融
資
を
し
て
い
ま
す
。
 

⑨
小
学
校
6

年
生
以
下
の
子
供
 

を
も
つ
母
親
が
病
気
静
養
の
 

場
合
、
無
償
で
介
護
人
が
派
 

遣
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

⑨
県
立
高
校
授
業
料
の
免
除
の
 

制
度
も
あ
り
ま
す
。
 

母
子
家
庭
や
寡
婦
家
庭
の
自
 

立
の
た
め
の
各
種
資
金
の
貸
付
 

制
度
も
あ
り
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
 

金
田
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
 

事
務
局
 

（
福
祉
課
福
祉
係
）
 

ま
た
は
、
 

代
表
者
 
山
口
 

信
子
 

m1 
(U

(uJ

マU 

ま
で
、
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

ー

ー

 

ー
 
‘

ー

ー

 
，

ー

ー

 

‘
ー
 

ー

ー

 

ー

 

！
 

】
 

一 
あ
り
が
と
う
 

一

 

こ

さ

い

ま

し

た

 

一

 

一 

次
の
方
よ
り
、
母
子
寡
婦
福
一
 

一
祉
会
に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
一
 

一

 

た

o

 今
後
の
本
会
発
展
の
た
め
一
 

一
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
 

一 

金
田
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
 

一 

一 

代
表
者
 
山
口
 

信
子
 

一 

（
香
典
返
し
と
し
て
）
 

一 

o
故
 

岡
 

ハ
ッ
様
 

一 

一 

本
町
四
 

岡
 

恵
美
子
様
】
 

優しい自然を 

大切にしましよう 

レ」 

γ
少
年
の
バ
ス
研
修
 

参
加
者
募
集
L
 

行
先
 
国
立
諌
早
少
年
自
然
の
家
 

日
程
 

8
月
1

日
、
3

日
 

（
一
一
泊
三
日
）
 

募
集
期
間
・
人
員
 

6
月
 10 

日
、
7

月
 10 

日
 

先
着
 

五
〇
名
 

問
合
せ
は
 

社
会
教
育
課
 

囲
一
一
一
一
〇
〇
 

青
少
年
健
全
育
成
標
語
募
集
 

次
の
方
々
よ
り
、
金
田
町
教
 

育
後
援
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
 

ま
し
た
。
今
後
の
金
田
町
教
育
 

推
進
の
た
め
有
意
義
に
活
用
さ
 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

金
田
町
教
育
後
援
会
 

田
 
代
 

稔
 

（
香
典
返
し
と
し
て
）
 

o
故
 

中
村
モ
モ
子
様
 

一
区
 

中
村
 
繁
雄
様
 

o
故
 

岡
 

ハ
ッ
様
 

本
町
四
 

岡
 

恵
美
子
様
 

編
 
集
 
後
 
記
 

先
日
、
 

ク
春
号
ガ
の
編
集
が
 

終
わ
っ
た
と
思
っ
た
の
に
、
次
 

の
6

月
号
の
編
集
と
、
6

月
は
 

特
に
忙
し
か
っ
た
。
 

ク
春
号
ガ
の
中
で
、
遊
び
と
し
 

て
記
事
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
 

た
分
が
、
 
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
 

載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
6
 

月
号
の
紙
面
を
か
り
て
少
し
。
 

春
号
の
テ
ー
マ
と
し
て
の
ガ
花
ガ
 

に
つ
い
て
、
 
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
 

い
く
う
ち
に
、
興
味
深
い
と
思
 

っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
 

西
洋
に
は
花
に
意
味
を
も
 

た
せ
た
ガ
花
こ
と
ば
ガ
が
古
く
 

か
ら
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
 

し
、
国
に
よ
っ
て
色
に
よ
っ
 

意
味
の
違
う
も
の
も
多
い
よ
 

で
ず
。
 

う てか 

た
と
え
ば
、
母
の
日
が
近
 

く
な
る
と
高
く
な
る
 

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
 
ン。 

イ
ギ
リ
ス
で
は
 

赤
…
私
の
哀
れ
な
心
 

黄
…
軽
蔑
 

フ
ラ
ン
ス
（
仏
）
で
は
 

赤
…
恐
怖
 

黄
…
軽
蔑
 

縞
…
恋
の
拒
絶
 

※
黄
だ
け
が
英
仏
同
じ
意
味
 

次
に
、
日
本
の
春
の
美
し
 

い
景
色
を
つ
く
る
ガ
サ
ク
ラ
4
 

イ
ギ
リ
ス
で
は
 
「
よ
き
教
育
」
 

・、ノ 

フ
ラ
ン
ス
で
は
 
「
独
立
」
 

※
こ
れ
は
、
桜
の
木
を
切
っ
た
 

ワ
シ
ン
ト
ン
の
伝
説
か
ら
き
た
 

も
の
だ
そ
う
で
す
。
 

こ
の
他
ガ
花
4

に
つ
い
て
は
 

沢
山
の
物
語
が
あ
り
ま
す
。
花
 

が
そ
れ
だ
け
、
私
達
の
生
活
に
 

密
着
し
た
、
欠
け
が
え
の
な
い
 

も
の
だ
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
 

う
か
。
 

年
度
が
始
ま
っ
た
四
月
よ
り
 

各
行
政
区
の
総
会
で
も
ク
花
い
 

っ
ぱ
い
運
動
I
 

れ
活
発
に
な
っ
 が

と
り
あ
げ
ら
 

て
い
ま
す
。
 

△
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
 

開
 

催
 

日
V
 

6 6 6 5 

月 月 月 月 
23 19 5 31 
、 日 日 日 

上
金
田
公
民
館
 

四
 

区
 

三
 

区
 

30 

日
の
い
づ
れ
か
 

一 

区
公
民
館
 

7
月
5

日
 

宝
 

見
公
民
館
 

こ
の
よ
う
に
、
5

月
末
の
上
 

金
田
か
ら
各
行
政
区
毎
の
懇
談
 

会
を
開
催
し
ま
す
。
 
ガ
金
田
町
ガ
 

を
ど
う
か
え
る
か
、
ど
の
よ
う
 

に
町
に
す
る
か
、
み
な
さ
ん
の
 

活
発
で
積
極
的
な
ご
意
見
を
待
 

っ
て
い
ま
す
。
 

（
神
崎
地
区
に
 

つ
い
て
は
、
後
日
開
催
予
定
で
 

す
。
奮
っ
て
、
ご
参
加
を
ク
）
 


